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市の人口と世帯　77,479人（前月比△20人）　男38,396人　女39,083人　世帯数 30,390世帯   【１月１日現在】

主な内容

● 市民ミュージカルチケット発売中　　   P ６
　
● ふれあいパーティ参加者募集　　　　   P ７
　　   　              
● ３月１日 広報いしおか広告募集　　　  P ７ 

特集　あなたの声がこれからの未来に
　　　ー選挙権が 18歳からに　若い力が必要です！̶



　よ
り
よ
い
暮
ら
し
を
願
っ
て

　私
た
ち
の
代
わ
り
に
そ
の
思
い
を
実
現
し
て
く
れ
る
人
々
を

　選
ぶ
制
度
が
「
選
挙
」
で
す

　　選
挙
を
す
る
こ
と
で

　暮
ら
し
や
社
会
づ
く
り
に
参
加
し
て
い
る
の
で
す

　自
分
の
大
切
な 

一
票 

を
有
効
に
い
か
す
た
め
に
も

　「選
挙
」
を
よ
く
知
り
投
票
す
る
こ
と
で

　あ
な
た
の
声
を
こ
れ
か
ら
の
未
来
に
届
け
ま
し
ょ
う

平    
成
27
年
６
月
、
公
職
選
挙
法
等

の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
が
成

立
し
、
公
布
さ
れ
ま
し
た
（
平
成
28
年

６
月
19
日
施
行
）。

　

今
回
の
公
職
選
挙
法
な
ど
の
改
正
は
、

1
年
齢
満
18
歳
以
上
満
20
歳
未
満
の
者

が
選
挙
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
る

2
当
分
の
間
の
特
例
措
置
と
し
て
選
挙

犯
罪
な
ど
に
つ
い
て
の
少
年
法
な
ど
の

適
用
の
特
例
を
設
け
る

こ
と
を
目
的
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

年
齢
満
18
歳
以
上
の
投
票
は
、
６
月

19
日
後
初
め
て
公
示
さ
れ
る
国
政
選
挙

か
ら
行
わ
れ
、
そ
の
後
行
わ
れ
る
地
方

選
挙
（
県
知
事
選
挙
、
県
議
会
議
員
選

挙
、
市
長
選
挙
、
市
議
会
議
員
選
挙
）

で
も
順
次
行
わ
れ
ま
す
。

ど
れ
ぐ
ら
い
の
有
権
者
が
増
え

る
の
？

　

選
挙
権
が
18
歳
か
ら
に
な
る
と
全
国

で
新
た
に
２
４
０
万
人
、
石
岡
市
で
は

１
６
０
０
人
の
有
権
者
が
加
わ
り
ま

す
。

　

選
挙
権
年
齢
の
引
き
下
げ
は
、
若
年

層
の
意
見
が
政
治
に
反
映
で
き
る
こ
と

か
ら
、
大
変
意
義
深
い
も
の
で
す
。
将

来
を
担
う
若
者
が
政
治
に
関
心
を
持
つ

こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　これからは政治についてもっと勉
強したいと思っています。学校や地
域でこれから選挙を学ぶ機会が増え
ると嬉しいです。
　　　　　　内田 はるかさん（左）

　前回の選挙で、選挙公報やイン
ターネットで立候補者や政党の政見
を読みました。若者向けの情報発信
をさらに増やしてほしいです。
　　　　　　　遠原 晴佳さん（右）

選挙権が1 8 歳からに
　　　若い力が必要です！

あなたの声がこれからの未来に

新
有
権
者
と
な
る

　

高
校
３
年
生
の
皆
さ
ん
に

　
　

選
挙
へ
の
思
い
を

　
　
　

伺
い
ま
し
た

新 

有 

権 

者 

の

　
　
　

 

思 

い

　これからは政治についてもっと勉
強したいと思っています。学校や地
域でこれから選挙を学ぶ機会が増え

　　　　　　内田 はるかさん（左）

　前回の選挙で、選挙公報やイン
ターネットで立候補者や政党の政見
を読みました。若者向けの情報発信

遠原 晴佳さん（右）
広報いしおか２月１日号  №２４８　　２



世
界
の
選
挙
権
年
齢
は

　

現
在
、
世
界
各
国
の
選
挙
権
年
齢
は

「
18
歳
以
上
」
が
主
流
で
す
。

　

国
立
国
会
図
書
館
（
平
成
26
年
）
の

調
査
で
は
、
世
界
１
９
１
の
国
・
地
域

の
う
ち
、
９
割
近
く
が
日
本
の
衆
議
院

に
あ
た
る
下
院
の
選
挙
権
年
齢
を
「
18

歳
以
上
」
と
定
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
選
挙
権
年
齢
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
の
国
々
を
中
心
に
さ
ら
に
引
き
下
げ

を
進
め
る
動
き
が
活
発
で
、
オ
ー
ス
ト

リ
ア
で
は
既
に
「
16
歳
以
上
」
へ
の
引

き
下
げ
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

ド
イ
ツ
や
ノ
ル
ウ
ェ
ー
な
ど
で
は
、
特

定
の
州
や
地
域
で
16
歳
以
上
へ
の
引
き

下
げ
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

進
学
や
就
職
で
引
っ
越
し
た

ら
、
住
民
票
を
移
し
ま
し
ょ

う
！

　

選
挙
で
投
票
す
る
た
め
に
は
、
選
挙

権
を
有
し
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
選
挙

人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
必

要
で
す
。
選
挙
人
名
簿
へ
の
登
録
は
住

民
票
が
あ
る
自
治
体
で
行
わ
れ
ま
す
。

そ
の
た
め
、
進
学
や
就
職
な
ど
で
実
家

を
離
れ
る
場
合
な
ど
は
、
引
っ
越
し
先

の
自
治
体
へ
住
民
票
の
届
出
が
必
要
で

す
。

各国の選挙年齢
25 歳 アラブ首長国連邦

21 歳 オマーン、マレーシア、シンガポールなど

20 歳 カメルーンなど

19 歳 韓国

18 歳 アメリカ、フランス、イタリア、ロシアなど

17 歳 東ティモールなど

16 歳 アルゼンチン、オーストリア、ブラジルなどアルゼンチン、オーストリア、ブラジルなど

　きちんと政治について学
んだ上で投票したいと思い
ます。投票した人には記念
撮影無料サービスなどの取
り組みがあると多くの人が
選挙に参加するのでは？と
思います。
　　　　　遠藤 冴さん

　仕事や学校などで投票
所に行けない人のために、
ネットなどで投票できるよ
うになると、もっと投票率
が上がると思います。投票
所周辺でイベントを開催す
るのもいいですね。
　　　　伊藤 みなみさん

ボクは、投票箱をモチーフにし
た明るい選挙イメージキャラク
ター「選挙のめいすいくん」だ
よ。よろしくね！

―特集　あなたの声がこれからの未来に―

３　　広報いしおか２月１日号  №２４８



選挙出前講座
やっぱ選挙でしょ！行こうよ、投票！

少年の主張発表会

明るい選挙啓発ポスターコンクール
　市内の小・中・高等学校に通
う児童・生徒に、政治や選挙へ
の関心を深めてもらうため、市
では、明るい選挙啓発ポスター
コンクールを毎年度実施してい
ます。
　平成 27 年度は、小学校から

52 点（12 校）、中学校から 21
点（4 校）、合計 73 点（16 校）
の応募がありました。その中か
ら、優秀作品を選考したので、
ご紹介します。
　たくさんの作品のご応募、あ
りがとうございました。

　市選挙管理委員会では、将来、有権者とな
る児童 ･ 生徒を始め、多くの市民の皆さんに   
政治・選挙を身近なものとして感じ、政治へ
の関心を高めてもらうため「選挙出前講座」
を行っています。また、実際の選挙で使用す
る物品（投票箱・記載台など）の貸し出しも
行っています。

　青少年を育てる石岡市民の会が主催で、各
中学校の１～３年生を対象に行っています。
　少年が、日常生活の中で感じたことや考え
ていることを広く社会に訴えることは、将来
に向かって自信と誇りを抱きます。また、そ
の訴えを聞くことで、同世代の少年も人や社
会との関わりを考える良い機会となります。

杉並小学校５年
磯山　青葉さん

北小学校１年
額賀　魅月さん

18歳から選挙ができるようになったこと
を伝えたいと思って描きました。笑顔あ
ふれるまちになってほしいです。

　3 年後、私は１人の有権者と
して政治に参加できるようにな
ります。18 歳という年齢で政
治について自分の考えを持てる
のか不安ですが、自分の１票が
国の将来を決めるという責任を
胸に日本の政治に耳を傾けてい
きたいと思います。

会との関わりを考える良い機会となります。

して政治に参加できるようにな
ります。18 歳という年齢で政
治について自分の考えを持てる
のか不安ですが、自分の１票が
国の将来を決めるという責任を
胸に日本の政治に耳を傾けてい
きたいと思います。

石岡中学校３年
　　　　比気七海さんの主張 高浜小での模擬投票の

様子。実際の物品など
を使用し投票しまし
た。

こうした活動が未来へ
の種まきとなり、若い
世代が政治に関心を持
つことにつながりま
す。

石
岡
市
で
は

　こ
ん
な
啓
発
活
動
を

　
　
　し
て
い
ま
す
！

風土記の丘で遊ぶのが大好きです。
みんなが決まりを守れるようなまち
になってほしいなと思います。

広報いしおか２月１日号  №２４８　　４

石岡市少年の主張 検索 市ホームページで、他の主張も
ご覧になれます。☜

ます。
　平成 27 年度は、小学校から

　たくさんの作品のご応募、あ

　こ
ん
な
啓
発
活
動
を

　
　
　し
て
い
ま
す
！



　

日
本
は
国
民
が
主
権
を
持
つ
民
主
主

義
国
家
で
あ
り
、
選
挙
は
、
私
た
ち
が

政
治
に
参
加
し
、
主
権
者
と
し
て
そ
の

意
思
を
政
治
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
の
で

き
る
最
も
重
要
で
基
本
的
な
機
会
で

す
。

　

18
・
19
歳
を
は
じ
め
と
す
る
若
者
た

ち
は
、
様
々
な
メ
デ
ィ
ア
を
通
じ
多
様

な
情
報
に
接
し
、
自
分
の
考
え
を
育
ん

で
き
た
世
代
。
ま
た
、
少
子
高
齢
化
の

進
む
日
本
で
未
来
の
日
本
を
生
き
て
い

く
世
代
で
も
あ
り
ま
す
。

　

日
ご
ろ
か
ら
石
岡
市
や
国
、
社
会
の

問
題
を
自
分
の
問
題
と
し
て
捉
え
、
自

ら
考
え
、
判
断
し
、
行
動
し
て
い
く
こ

と
が
、
現
在
、
そ
し
て
未
来
の
日
本
の

在
り
方
を
決
め
る
政
治
に
積
極
的
に
関

わ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

 

■
問
い
合
わ
せ

 

市
選
挙
管
理
委
員
会
（
総
務
課
内
）

 

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
線
２
５
５
）

い
ま
こ
そ

18
・
19
歳
を
は
じ
め
と
す
る

若
者
の
力
を

石
岡
市
が

社
会
が

政
治
が

必
要
と
し
て
い
ま
す

国府中学校１年
和田　耀久さん

東小学校６年
髙階 心夢さん

八郷中学校１年
中山　哲平さん

八郷中学校１年
岡崎 百花さん

僕も近い将来、選挙に参
加できます。市民の声を
聴いてもらえるまちにな
るよう 1 票を投じたい
です。

僕たちの未来をつくって
くれる人に願いが届いて
ほしいと思って描きまし
た。住みやすいまちに
なってほしいです。

明るい未来のために、18 歳からの投票で多くの人の
意見を政治に反映してほしいと思います。

―特集　あなたの声がこれからの未来に―

石岡市選挙管理委員会委員長　石川 潤

赤ちゃんの未来のためにも、１票は大切だと思いま
す。石岡は自然豊かで古い歴史もあって大好きな場
所。18 歳になったら投票しようと思います。



楽しむ
舞 台

合
併
10
周
年
記
念
事
業
　

市
民
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル  

チ
ケ
ッ
ト
発
売
中

楽しむ
公民館

国
府
地
区
公
民
館
ま
つ
り

日
時
／
３
月
13
日
（
日
）

・
午
後
２
時
30
分
開
場

・
午
後
３
時
開
演

場
所
／
石
岡
市
民
会
館

入
場
券
／
大
人
１
０
０
０
円　

小
人
５
０
０
円
（
高
校
生
以
下
）

※
全
席
自
由
席
で
す
。

チ
ケ
ッ
ト
販
売
／

・
市
民
課
（
市
役
所
本
庁
舎
２
階
）

・
文
化
振
興
課
（
支
所
３
階
）

・
石
岡
市
民
会
館

・
中
央
公
民
館

・
石
岡
商
工
会
議
所

・
石
岡
市
八
郷
商
工
会

・
ま
ち
か
ど
情
報
セ
ン
タ
ー

■
問
い
合
わ
せ　

文
化
振
興
課 

☎
４
３
・
１
１
１
１
（
内
線
１
３
２
２
）

▼
公
民
館
講
座
の
受
講
生
に
よ

る
作
品
展
示
・
実
技
発
表
を
行

い
ま
す
。

期
日
／
２
月
27
日
（
土
）

　
　
　
　
　

28
日
（
日
）

場
所
／
国
府
地
区
公
民
館

■
問
い
合
わ
せ

国
府
地
区
公
民
館

☎
２
２
・
２
９
４
０

＞２月 27日（土）
午前 10 時から

午前 10 時 30 分から

午前 11 時から
午後 1 時から
午後 1 時 30 分から 
午後 2 時から

ＳＨＯ－ＨＥＹクラス
（ヒップホップ）
カンターレひばり

（オカリナ）
国府太極拳
大正琴同好会
練功十八法同好会（体操）
フラガールズ（フラダンス）

＞ 2月 28 日（日）
午前 10 時から
午前 10 時 30 分から

午前 11 時から
午前 11 時 30 分から

午後 1 時 30 分から
午後 2 時から
午後 2 時 30 分から

ヘルス体操すずらん
ハッピーベル

（ミュージックベル）
ハーモニカ同好会
美しき日本の歌
　　　　講座生有志
清藤会（舞踊）
石岡混声合唱団
さくらんぼＧ（舞踊）

プログラム 27・28 日午前 10 時～午後 3 時
はスポーツ吹矢を体験できます

創作民話「龍神山の祝い丘」物語のあらすじ
　
　龍神山には、大地・大気を支配する雄龍が住んでい
た。田畑を荒らし、人々の命や住まいを奪っていた龍
が、ある時、天女に恋をし改心する。それから天災は
起こらなくなり、肥沃な土地で人々は豊かに暮らして
いた。
　しかし、すっかり龍の存在を忘れて、おろかな争い
を繰り返すようになる村の人々。そのとき、怒りをま
とう龍が再び現れた。龍と人間の初恋物語も同時進行！
　雨宿りするバス停で、祖母と二人の孫娘を案内人に、
物語は展開していく－。

石岡市民で演じます！
ただいま、猛練習中！

みんなで
見に来てね～！

広報いしおか２月１日号  №２４８　　６

合併 10 周年市民ミュージカル

facebook で
練習風景公開中！

検索
➡



申
込
方
法
／
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
広
告
原
稿
を
添
え
て
直
接
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。
申
込
書
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

※
広
告
原
稿
は
パ
ソ
コ
ン
デ
ー
タ
、
手

書
き
ど
ち
ら
で
も
可
で
す
。

※
事
業
者
に
よ
っ
て
納
税
証
明
書
が
必

要
が
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ご
注
意
／
公
共
性
を
損
な
う
恐
れ
の
な

い
も
の
と
し
、
政
治
・
宗
教
活
動
に
関

わ
る
も
の
、
公
序
良
俗
を
害
す
る
も
の

な
ど
は
掲
載
で
き
ま
せ
ん
。

■
問
い
合
わ
せ
　
秘
書
広
聴
課　

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
線
２
１
３
）

日
時
／
２
月
28
日
（
日
）　

　
　
　

午
前
11
時
〜
午
後
３
時
30
分　

　
　
　
（
予
定
）

場
所
／
朝
日
里
山
学
校
（
現
地
集
合
）

定
員
／ 

男
性
20
人
（
20
〜
45
歳
程
度
）

　
　
　

 

女
性
20
人
（
20
〜
40
歳
程
度
）

※
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
で
す
。

対
象
／
男
性
は
石
岡
・
小
美
玉
市
に
住

所
を
有
す
る
人
。女
性
は
問
い
ま
せ
ん
。

参
加
費
／
男
性
４
０
０
０
円

　
　
　
　

女
性
２
０
０
０
円

※
参
加
費
は
当
日
集
金
で
す
。

申
込
方
法 

／
２
月
18
日
（
木
）
ま
で

に
直
接
ま
た
は
電
話
・
フ
ァ
ッ
ク
ス
・

メ
ー
ル
・
ハ
ガ
キ
で
申
し
込
み
。

　
「
氏
名
・
性
別
・
年
齢
・
住
所
・
連

絡
の
取
れ
る
電
話
番
号
」
を
記
入
し
て

く
だ
さ
い
。

ご
注
意
／
偽
り
や
倫
理
・
マ
ナ
ー
に
反

す
る
人
の
参
加
は
固
く
お
断
り
し
ま

す
。
ま
た
飲
酒
し
て
い
る
人
の
参
加
は

ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

ま
ち
づ
く
り
協
働
課

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
線
１
４
１
）

℻
２
３
・
２
２
２
５

　

m
achikyou@city.ishioka.lg.jp

〒
３
１
５
・
８
６
４
０

石
岡
市
石
岡
一
丁
目
１
番
地
１

暮らし
婚 活

２
月
28
日
（
日
）

　

ふ
れ
あ
い
パ
ー
テ
ィ
ー
参
加
者
募
集

しごと
広 告

３
月
１
日
（
火
）

　

広
報
い
し
お
か
広
告
の
募
集
を
開
始
し
ま
す

■ 1日号   … 1 段４枠（半段８枠）
■ 15 日号 … 1 段５枠（半段 10 枠）
※ 1 段・半段どちらでも可。枠数には限りが
あります。
■広告規格・料金（1回あたり）
1段【横 174㎜×縦 45㎜】 　20,000 円
半段【横 84㎜×縦 45㎜】　   10,000 円
■印刷色
1日号・15 日号ともに 2色刷り

84㎜

45
㎜

懐かしい木造校舎で、ピザ焼き体験。
アットホームな雰囲気で、おしゃべり
しながら、料理をしましょう！
気軽にご参加ください。

石岡市公認マスコットキャラクター
満喫うさぎ「カイ」・嗜みうさぎ「モモア」

素敵な出会いが
ありますように

７　　広報いしおか２月１日号  №２４８

石岡市公認マスコットキャラクター
いしおか恋瀬姫

広告内容 掲載号／ 5月 1日号
　　～平成 28 年 4月 15 日号
　　　　　　　　　（全 24 回）

募集開始日／３月１日（火）
※開始日の午前９時に、受け
付けの順番を決める「くじ」
を行い、申し込みの順番を決
定します。

受付場所／総務・防災館 2
階の会議室 1



ま のち わ だ い
楽しい行事や新しい活動など、身近な情報をお寄せください。

　

石
岡
市
は
日
本
有
数
の
ス
カ
イ
ス

ポ
ー
ツ
の
メ
ッ
カ
。
筑
波
山
系
に
囲

ま
れ
た
盆
地
が
太
平
洋
に
向
か
っ
て

開
い
て
い
る
地
形
が
、
良
い
風
を
作

り
出
し
て
い
る
と
い
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
絶
好
の
地
で
、
ハ
ン
グ
グ

ラ
イ
デ
ィ
ン
グ
と
パ
ラ
グ
ラ
イ
デ
ィ

ン
グ
の
日
本
選
手
権
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
９
月
中
旬
～
11
月
上
旬
の
３

回
に
分
け
て
行
わ
れ
た
大
会
に
は
、

全
国
各
地
か
ら
総
勢
１
５
０
人
の
選

手
た
ち
が
参
加
。

　

20
～
60
代
と
幅
広
い
選
手
層
が
、

同
じ
コ
ー
ス
で
競
い
合
い
ま
す
。
飛

行
中
に
地
上
が
暖
め
ら
れ
て
発
生
す

る
上
昇
気
流
を
掴つ

か
む
の
が
ポ
イ
ン
ト

で
、
体
力
以
外
に
も
経
験
や
判
断
力

が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

天
気
に
恵
ま
れ
た
９
月
19
日
～
23

日
の
ハ
ン
グ
グ
ラ
イ
デ
ィ
ン
グ
の
大

会
で
は
、
飛
行
総
距
離
３
１
０
㎞
を

１
０
７
人
が
ゴ
ー
ル
し
ま
し
た
。
大

会
中
は
、
当
日
朝
の
天
気
で
、
そ
の

日
の
コ
ー
ス
を
決
定
し
ま
す
。
選
手

た
ち
は
足
尾
山
を
ス
タ
ー
ト
地
点

に
、
栃
木
の
宇
都
宮
、
鬼
怒
川
方
面

な
ど
に
向
か
い
ま
し
た
。

　

石
岡
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
ス
ポ
ー

ツ
。
色
と
り
ど
り
の
翼
が
、
青
空
を

彩
り
ま
し
た
。

▲次々と飛び出していきます

　　岡には、 良い風が吹いている　―スカイスポーツの日本選手権開催―石

▲足尾山の上空から見下ろす市内の眺望は抜群

　　知症を知ってサポート認

　

11
月
27
日
、
小
桜
小
学
校
で
は
４

年
生
の
授
業
で
保
護
者
と
と
も
に

「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
」

（
石
岡
市
ま
ち
づ
く
り
出
前
講
座
）

を
行
い
ま
し
た
。

　

講
座
を
通
し
て
、
認
知
症
に
つ
い

て
正
し
く
理
解
し
、偏
見
を
持
た
ず
、

認
知
症
の
人
や
家
族
を
温
か
く
支
援

す
る
サ
ポ
ー
タ
ー
の
役
割
を
学
び
ま

し
た
。
児
童
と
保
護
者
か
ら
は
「
講

座
で
学
ん
だ
知
識
を
友
人
や
家
族
、

地
域
へ
伝
え
て
い
き
た
い
。
と
て
も

参
考
に
な
る
学
習
で
し
た
」
と
い
う

声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

▲児童の７割以上が三世代家族。親子で真剣に耳を傾けます

　　の風（支所ホール）が完成！郷

▲ホール「郷の風」は支所 1 階にあります
　

昨
年
６
月
か
ら
改
修
工
事
を
行
っ

て
い
た
、
支
所
の
多
目
的
ホ
ー
ル
が

11
月
に
完
成
し
ま
し
た
。
文
化
・
芸

術
に
広
く
親
し
み
、
創
る
人
と
観
る

人
が
交
流
し
合
え
る
よ
う
に
と
い
う

目
的
で
、
支
所
の
空
き
ス
ペ
ー
ス
が

ギ
ャ
ラ
リ
ー
へ
と
変
貌ぼ

う
。

　

公
募
し
て
い
た
名
称
は
、
市
内
在

住
の
藤
岡
京
子
さ
ん
に
よ
る
「
郷
の

風
」
に
決
定
。「
里
に
吹
く
風
の
よ

う
に
、
訪
れ
た
人
が
ほ
っ
と
一
息
つ

け
る
よ
う
な
場
に
な
っ
て
ほ
し
い
」

と
い
う
思
い
を
込
め
て
付
け
ら
れ
ま

し
た
。

広報いしおか２月１日号  №２４８　　８



　

11
月
18
日
～
22
日
、
石
岡
市
運
動

公
園
体
育
館
で
市
美
術
展
が
開
催
さ

れ
、
５
日
間
で
１
２
０
０
人
が
来
場

し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
日
本
画
・
洋
画
・
彫
刻
・

工
芸
美
術
・
書
・
写
真
・
デ
ザ
イ
ン

の
７
部
門
に
２
４
０
点
の
作
品
が
出

展
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
長
賞
に
は
、萩
原
光
子
さ
ん（
日

本
画
）、
前
島
悦
子
さ
ん
（
洋
画
）、

磯
山
芳
男
さ
ん
（
彫
刻
）、
山
﨑
啓

子
さ
ん
（
工
芸
美
術
）、
細
谷
如
溪

さ
ん
（
書
）、杉
山
鈴
子
さ
ん
（
写
真
）

の
作
品
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

▲熱心に作品に見入る来場者

力　作の美術作品、240 点

　

11
月
27
日
～
12
月
２
日
、
郷
の
風

（
八
郷
総
合
支
所
内
）
を
会
場
に
石

岡
市
芸
術
祭
企
画
展
が
開
催
さ
れ
、

１
２
０
０
人
が
来
場
し
ま
し
た
。

　

同
企
画
展
に
は
現
在
１
０
８
歳
の

刺し
し
ゅ
う繍

作
家
の
上
杉
ミ
ツ
子
さ
ん
、
書

の
野
沢
半
仙
さ
ん
の
作
品
の
ほ
か
、
過

去
の
企
画
展
に
出
品
し
た
陶
芸
の
加

藤
光
治
さ
ん
、
植
物
画
の
鈴
木
伸
子
さ

ん
、
仏
像
彫
刻
の
上
野
久
夫
さ
ん
ら

３
人
の
作
品
も
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
を
訪
れ
た
人
た
ち
は
熱
心
に

そ
れ
ぞ
れ
の
作
品
に
見
入
っ
て
い
ま

し
た
。

▲真新しいホールに力作が並びます

　　の風で、企画展を開催郷

　

11
月
13
日
、
石
岡
市
民
会
館
で
、

植
松
努
さ
ん
の
講
演
会
が
行
わ
れ
、

大
ホ
ー
ル
が
満
員
に
な
る
盛
況
ぶ
り

で
し
た
。
植
松
さ
ん
は
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
と

共
同
で
人
工
ロ
ケ
ッ
ト
の
打
ち
上
げ

実
験
な
ど
を
行
う
技
術
者
で
す
。

　

こ
の
講
演
は
、
石
岡
青
年
会
議
所

が
主
催
で
「
夢
を
持
つ
こ
と
の
大
切

さ
」
と
「
夢
を
後
押
し
す
る
地
域
力

を
育
む
こ
と
」
を
目
的
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
来
場
者
か
ら
は
「
笑
い
あ

り
涙
あ
り
の
あ
っ
と
い
う
間
の
２
時

間
。と
て
も
充
実
し
た
時
間
だ
っ
た
」

と
い
う
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　の実現は、 地域力・人間力夢

▲講演中は「子どもの可能性は大人の声かけ次第」などアドバイス

　

市
で
は
石
岡
青
年
会
議
所
と
協
働

で
、
３
回
目
と
な
る
市
民
討
議
会
を

開
催
し
、
11
月
末
に
報
告
書
が
完
成

し
ま
し
た
。「
な
く
な
る
な
ん
て
あ

り
え
な
い
！
だ
っ
て
石
岡
が
好
き
な

ん
だ
も
ん
」
と
題
し
、
石
岡
を
盛
り

上
げ
る
た
め
の
方
法
を
話
し
合
う
討

議
会
。
今
回
は
市
内
の
４
人
の
高
校

生
も
参
加
。
終
了
後
「
と
て
も
話
し

や
す
い
雰
囲
気
で
良
か
っ
た
。
石
岡

の
こ
と
に
つ
い
て
話
す
の
は
楽
し

か
っ
た
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

報
告
書
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

閲
覧
で
き
ま
す
。

▲完成した報告書をもった参加者と青年会議所メンバー

ま  ちを盛り上げるアイデア公開

９　　広報いしおか２月１日号  №２４８



○
旭
日
章

（
き
ょ
く
じ
つ
し
ょ
う
）

　

国
家
ま
た
は
、
公
共
に
対
し
功
労
の

あ
っ
た
方
で
、
功
績
の
内
容
に
着
目
し
、

顕
著
な
功
績
を
挙
げ
た
方
に
授
与
さ
れ
ま

す
。

○
瑞
宝
章

（
ず
い
ほ
う
し
ょ
う
）

　

国
家
ま
た
は
、
公
共
に
対
し
功
労
の

あ
っ
た
方
で
、
公
務
な
ど
に
長
年
に
わ
た

り
従
事
し
、
成
績
を
挙
げ
た
方
に
授
与
さ

れ
ま
す
。

旭日単光章
山内 建 

（元市選挙管理
委員会委員長）

瑞宝双光章
諏訪 和彦

（元県警部）

瑞宝双光章
青柳 正文

（元１等空尉）

瑞宝単光章
窪谷 朋子

（元「慈翠舘」
准看護師）

瑞宝単光章
渡部 辰美

（元３等空尉）

瑞宝単光章
松本 輝雄

（元３等空尉）

瑞宝単光章
荒井 忠

（元准空尉）

瑞宝単光章
中山　源五

（元東京消防庁
消防司令補）

瑞宝双光章
山本 正雄

（元１等空尉）

瑞宝単光章
海老澤 國台

（元県警部補）

瑞宝単光章
信賀 久則

（元３等空尉）

叙　勲

平成 27 年叙勲において、石
岡市からの次の方々が永年の
功績により晴れの栄誉に輝き
ました。
　　　　　（順不同・敬称略）

■
秋
の
叙
勲
■

■
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲
■

広報いしおか２月１日号  №２４８　１０



　

市
で
は
、
第
４
回
市
議
会
定

例
会
で
石
岡
市
教
育
委
員
会
委

員
に
橘
田
雅
美
氏
（
再
任
）
を
、

石
岡
市
及
び
事
務
組
合
公
平
委

員
会
委
員
に
磯
山
祐
一
氏
（
新

任
）
を
任
命
・
選
任
す
る
人
事

案
件
の
同
意
を
得
て
、
そ
れ
ぞ

れ
任
命
・
選
任
し
ま
し
た
。

　

任
期
は
い
ず
れ
も
、
平
成
27

年
12
月
20
日
か
ら
４
年
間
で

す
。

　

ま
た
、
12
月
21
日
に
開
会
し

た
教
育
委
員
会
定
例
会
で
、
教

育
委
員
長
に
岡
﨑
尚
俊
氏
が
、

引
き
続
き
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

瀧田 孝博

島田 豊子特定非営利活動法人
アグリやさと

（代表者　柴山 進）

茨城県
表　彰

各分野において県勢の発展に
著しい功績があった方々をた
たえる茨城県表彰を受賞され
ました。
　　　　　（順不同・敬称略）

■
保
健
衛
生
の
向
上
■

■
教
育
・
文
化
の
向
上
■

■
教
育
・
文
化
の
向
上
■

教育委員会委員（再任）
橘田 雅美

教育委員

公平委員（新任）
磯山 祐一

公平委員

　

多
年
に
わ
た
り
、
地
域
医
療
に
積

極
的
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
教
育

委
員
な
ど
の
各
種
委
員
を
務
め
、
地

域
の
保
健
・
医
療
の
向
上
や
青
少
年

の
健
全
育
成
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　

多
年
に
わ
た
り
、
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ

ト
活
動
に
尽
力
し
、
青
少
年
の
健
全

育
成
に
寄
与
す
る
と
と
も
に
、
連
盟

の
役
員
と
し
て
組
織
の
充
実
発
展
に

貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　

多
年
に
わ
た
り
、
米
や
野
菜
作
り

な
ど
の
農
業
体
験
や
地
元
食
材
を

使
っ
た
料
理
体
験
教
室
な
ど
を
行

い
、
農
業
に
関
心
を
持
つ
若
者
の
就

農
支
援
や
都
市
と
農
村
の
交
流
に
寄

与
さ
れ
ま
し
た
。

１１　広報いしおか２月１日号  №２４８

　　　　　（順不同・敬称略）

教育委員
公平委員



ひ
ま
わ
り
の
館
教
室

定
員
／
各
20
人
（
先
着
）

参
加
費
／
無
料

申
込
方
法
／
２
月
５
日
（
金
）
か
ら

電
話
で
申
し
込
み
。
受
付
時
間
は
午

前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

※
月
曜
日
は
休
館

モ
ー
ニ
ン
グ
ヨ
ガ
教
室

▼
自
宅
で
も
簡
単
に
で
き
る
ポ
ー
ズ

や
呼
吸
法
を
指
導
し
ま
す
。

日
時
／
２
月
26
日
（
金
）、
３
月
４
日

（
金
）・
９
日（
水
）・
18
日（
金
）・
23
日（
水
）

（
全
５
回
）
午
前
９
時
～
10
時

講
師
／
鈴
木
加
奈
子
先
生

ふ
れ
あ
い
英
語
教
室

▼
単
語
、
文
法
・
発
音
・
文
章
理
解

な
ど
、
楽
し
く
英
語
を
学
び
ま
す
。

日
時
／
２
月
24
日
、
３
月
２
・
９
・

16
・
23
・
30
日
（
水
・
全
６
回
）

午
前
10
時
30
分
～
正
午

講
師
／
小
川
ジ
ョ
セ
ピ
ン
先
生

■
問
い
合
わ
せ　

ふ
れ
あ
い
の
里
石
岡 

ひ
ま
わ
り
の
館

☎
３
５
・
１
１
２
６

朝
日
里
山
学
校 

味
噌
づ
く
り
教
室

▼
地
元
産
の
大
豆
を

使
っ
た
味
噌
作
り
に

挑
戦
し
ま
せ
ん
か
。

日
時
／

２
月
26
日
（
金
）、

27
日
（
土
）、
３
月
５
日
（
土
）

午
前
９
時
～
午
後
４
時

場
所
／
朝
日
里
山
学
校
（
柴
内
６
３
０
）

定
員
／
各
20
人
（
先
着
）

参
加
費
／
５
０
０
０
円
（
材
料
費
、

タ
オ
ル
代
、
昼
食
代
な
ど
）

申
込
方
法
／
開
催
日
の
１
週
間
前
ま

で
に
電
話
で
申
し
込
み
。

※
仕
込
ん
だ
味
噌
は
９
月
下
旬
に
手

渡
し
ま
す
。（
１
人
分
約
５
㎏
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

朝
日
里
山
学
校

☎
５
１
・
３
１
１
７

障
害
者
就
職
面
接
会
を
実
施

▼
就
職
を
希
望
す
る
障
が
い
者
と
、
障

が
い
者
の
採
用
を
予
定
し
て
い
る
企

業
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
時
／
２
月
９
日
（
火
）

午
後
１
時
～
３
時
30
分
（
午
後
０
時
30

分
か
ら
受
付
開
始
）

場
所
／
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ド
東
雲

（
つ
く
ば
市
小
野
崎
４
８
８
‐
１
）

申
込
方
法
／
直
接
ま
た
は
電
話
、

フ
ァ
ッ
ク
ス
で
申
し
込
み
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
石
岡

☎
２
６
・
８
１
４
１

℻
２
６
・
８
１
４
３

情報ネット
ワーク

information

市内の月間交通事故件数【12/31 現在】
・発生件数　　   267 件　 （‒63）
・死 者 数　　　   １人　   （‒5）
・負傷者数　　   352 人  （‒ １１２）
・物損事故　　1,942 件   （+１57）
※（　）内は前年比
■問い合わせ
石岡警察署 交通課　☎ 28‒0110

1 石岡市役所
☎ 23 － 1111（代表）
2 八郷総合支所
☎ 43 － 1111（代表）
石岡市公式ホームページ
　 http://www.city.ishioka.lg.jp/
■テレホンサービス
☎ 0800 － 800 － 7766

ＨＰ

講

座

教

室

要介護認定調査員と
臨時職員を募集

資格・要件／普通自動車免許所持者
※認定調査員には県主催介護認定調
査員研修を受講してもらいます。
募集人員／若干名
職務内容／介護保険制度における要介
護認定調査業務または介護保険事務
申込方法／市の臨時職員に登録してか
らお申し込みください。面接後に採用
の決定をします。（履歴書、申立書は
総務課に備えてあります。市ホーム
ページからもダウンロードできます）
※勤務条件など詳しくは、お問い合
わせください。
■申し込み・問い合わせ
1 高齢福祉課 介護保険室（内線 106）

募

集

広報いしおか２月１日号  №２４８　１２
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₁ 学校図書館司書

₂ 学校校務員

₃ 学校給食受入員

　　　小中学校で働く

嘱託員を募集します

勤務期間／４月から平成 29 年３月まで
面接予定／３月上旬　申込方法／２月 19 日

（金）までに本人が履歴書（必ず連絡先をご
記入ください）を直接または郵送で提出。

資格／図書館法第５条に基づく司書もしくは
学校図書館法第５条に基づく司書教諭の資格
を持っている人　募集人員／ 13 人程度
職務内容／司書教諭の補助業務（学校図書館
の設備・運営、読書指導など）
勤務条件／月～金曜日の週５日、１日４時間、
年間 205 日以内、勤務校２校兼務または１
校専任　※勤務時間の変更あり
報酬／時給 850 円　※通勤手当あり

資格／健康な人　募集人員／ 19 人程度
職務内容／来客対応、事務補助、環境整備、
給食業務（搬入・搬出）など
勤務条件／月～金曜日の週５日、１日 5.5 時
間、年間 205 日以内　※勤務時間の変更あり
報酬／時給 800 円　※通勤手当あり

資格／健康な人　募集人員／ 21 人
勤務内容／学校における給食業務（配送品の
搬入・搬出、受入室の清掃など）
勤務時間／月～金曜日の５日間、１日４時間、
年間 193 日以内、勤務校１校
報酬／時給 800 円　※通勤手当あり
■申し込み・問い合わせ
12 ／ 2 教育総務課（内線 1259）
3　 ／ 石岡給食センター☎ 22-6286
             八郷給食センター☎ 36-5252

い
き
い
き
活
動
事
業
へ
の
参
加
を

▼
外
に
出
て
体
を

動
か
す
機
会
を
つ

く
る
こ
と
で
高
齢

者
の
閉
じ
こ
も
り

を
防
ぎ
ま
す
。
生

涯
現
役
プ
ラ
チ
ナ

応
援
事
業
の
対
象
。

日
に
ち
／
３
月
４
日
（
金
）

対
象
／
外
出
す
る
機
会
が
少
な
い
65

歳
以
上
と
高
齢
者
を
支
援
す
る
人

※
年
度
内
１
回
の
み
の
参
加
で
す

が
、
付
き
添
い
者
と
し
て
の
参
加
は

可
能
で
す
。

内
容
／
イ
ト
ウ
製
菓
工
場
見
学
（
午

後
０
時
50
分
イ
ベ
ン
ト
広
場
集
合
）

定
員
／
30
人
（
選
考
）

参
加
費
／
無
料

申
込
方
法
／
２
月
８
日
（
月
）
～
19

日
（
金
）
ま
で
に
高
齢
福
祉
課
に
直

接
ま
た
は
電
話
で
申
し
込
み
。

　

定
員
を
超
え
た
場
合
は
参
加
未
経

験
者
が
優
先
と
な
り
ま
す
。
付
き
添

い
者
は
申
込
者
１
人
に
つ
き
１
人
ま

で
。

■
問
い
合
わ
せ

1
高
齢
福
祉
課
（
内
線
１
５
３
）

平
成
26
年
度
調
査
﹁
若
宮
Ⅱ
地
区
﹂

の
法
定
閲
覧
を
実
施

期
間
・
時
間
・
場
所
／

1
２
月
12
日
（
金
）
～
20
日
（
土
）

午
前
９
時
～
午
後
４
時

宮
部
地
区
公
民
館

2
２
月
22
日（
月
）～
３
月
２
日（
水
）

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

市
役
所
総
務
防
災
館
会
議
室
２

※
２
月
21
日
（
日
）
と
27
日
（
土
）

は
お
休
み
し
ま
す
︒

■
問
い
合
わ
せ

1
地
籍
調
査
課
（
内
線
４
８
６
）

食
用
廃
油
を
回
収
し
ま
す

▼
八
郷
地
区
対
象
に
行
い
ま
す
。
希

望
者
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
申
し
込

み
は
回
収
日
の
前
日
ま
で
。

日
に
ち
・
対
象
地
区
／

２
月
18
日
（
木
）
柿
岡
・
小
幡
・
葦

穂
・
恋
瀬
地
区

19
日
（
金
）
瓦
会
・
園
部
・
林
・
小

桜
地
区

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

2
総
務
課

（
内
線
１
３
３
７
）

お

知

ら

せ

募

集
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子
ど
も
会
な
ど
の
団
体
に

　
　資
源
ご
み
回
収
へ
補
助
金

▼
廃
品
回
収
を
年
２
回
以
上
実
施
し

た
場
合
、
予
算
の
範
囲
内
で
回
収
重

量
１
㎏
当
た
り
４
円
の
補
助
金
を
交

付
し
ま
す
。
申
請
時
期
は
９
月
と
２

月
の
年
２
回
。
平
成
27
年
４
月
以
降

に
実
施
し
た
も
の
は
、
２
月
中
に
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
請
に
は
事
前
登
録
が
必
要
で

す
。

補
助
金
申
請
に
必
要
な
も
の

1
取
引
業
者
伝
票
（
コ
ピ
ー
不
可
）

2
団
体
の
代
表
者
印

3
団
体
の
金
融
機
関
口
座
番
号

■
登
録
・
申
請
・
問
い
合
わ
せ

1
生
活
環
境
課
（
内
線
１
４
４
）

石
岡
地
区 

使
用
済
み
農
業
用

廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
回
収
し
ま
す

▼
持
ち
込
み
前
に
洗
浄
と
土
砂
振
い

落
と
し
の
徹
底
を
お
願
い
し
ま
す
。

要
申
込
。

申
込
締
切
／
２
月
12
日
（
金
）

回
収
日
時
／
２
月
15
日
（
月
）、
16

日
（
火
）、
17
日
（
水
）、
18
日
（
木
）

回
収
場
所
／
Ｊ
Ａ
新
ひ
た
ち
野
三
村

育
苗
セ
ン
タ
ー

持
ち
物
／
認
め
印

負
担
金
／
1
農
業
用
ポ
リ
エ
チ
レ
ン 

１
㎏
に
つ
き
17
・
１
円　

2
農
業
用

塩
化
ビ
ニ
ー
ル 

軽
ト
ラ
ッ
ク
１
台

に
つ
き
１
０
０
０
円
、
普
通
ト
ラ
ッ

ク
１
台
に
つ
き
２
０
０
０
円

年
間
登
録
料
／
一
律
１
０
０
０
円

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

Ｊ
Ａ
新
ひ
た
ち
野
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー

☎
５
６
・
５
８
０
２

2
農
政
課
（
内
線
１
１
５
１
）

情報ネット
ワーク

information

全国瞬時警報システム（J アラート）

全国一斉情報伝達訓練

お

知

ら

せ

1 石岡市役所
☎ 23 － 1111（代表）
2 八郷総合支所
☎ 43 － 1111（代表）
■テレホンサービス
☎ 0800 － 800 － 7766
石岡市公式ホームページ
　 http://www.city.ishioka.lg.jp/ＨＰ

J アラートとは
▶人工衛星から市町村の防災行政無線
や緊急速報メールシステムなどを利用
し、緊急情報を瞬時に伝達するシステ
ムです。
伝達される情報
弾道ミサイル情報、
大津波警報、緊急地
震速報など

▶地震や台風などの非常事態に備え、
再度実施します。この訓練は、全国瞬
時警報システムを用いた訓練で、石岡
市以外の地域でも様々な手段を使って
情報伝達訓練を行います。ご迷惑をお
かけしますが、よろしくお願いします。
訓練日時／２月 18 日（木）
　　　　　午後２時 15 分
情報伝達手段／ 1 防災行政無線
2 メールマガジン 3 ホームページ
防災行政無線からの放送内容
チャイム→これは、テストです（３回）
→こちらは「ぼうさいいしおか」でし
た→チャイム
メールマガジンでの送信内容
これはテストです。こちらは「ぼうさ
いいしおか」でした。
■問い合わせ
1 防災対策課（内線 258）

全国一斉情報伝達の再訓練

広報いしおか２月１日号  №２４８　１４
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タ
ケ
ノ
コ
の
出
荷
制
限
が

　
　
　
　
　条
件
付
き
解
除
に

▼
市
の
生
産
者
登
録
と
県
の
出
荷
前

検
査
を
行
い
、
基
準
値
（
１
０
０
ベ

ク
レ
ル
／
㎏
）
以
下
だ
っ
た
石
岡
市

産
タ
ケ
ノ
コ
が
出
荷
可
能
に
な
り
ま

す
。

1
生
産
者
登
録

　

出
荷
生
産
者
と
し
て
の

登
録
が
必
要
で
す
。
電
話
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

2
出
荷
前
検
査

　

生
産
者
登
録
が
済
ん
だ
ら
、
出
荷

予
定
の
竹
林
ご
と
に
、
タ
ケ
ノ
コ
の

県
の
放
射
性
物
質
検
査
を
実
施
し
ま

す
。
検
査
用
試
料
と
し
て
１
㎏
程
度

の
タ
ケ
ノ
コ
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

2
農
政
課
（
内
線
１
１
５
２
）

２
月
１
日
（
月
）
か
ら
受
付
開
始

県
民
交
通
災
害
共
済
へ
の
加
入
を

年
会
費
／
大
人
９
０
０
円
、
中
学
生

以
下
５
０
０
円

共
済
期
間
／
４
月
１
日
～
翌
３
月
31

日
（
途
中
加
入
は
、
申
し
込
み
日
の

翌
日
～
３
月
31
日
）

対
象
と
な
る
交
通
事
故
／
国
内
の
道

路
上
を
運
行
中
の
自
動
車
、バ
イ
ク
、

自
転
車
な
ど
の
接
触
、
衝
突
、
転
落
、

転
覆
な
ど
の
事
故
に
よ
る
死
傷

見
舞
金
額
／
死
亡
見
舞
金
１
０
０
万

円
、
傷
害
見
舞
金
２
～
30
万
円
、
身

障
見
舞
金
50
万
円

申
込
方
法
／
加
入
窓
口
に
備
え
て
あ

る
申
込
書
に
記
入
し
、
会
費
を
添
え

て
申
し
込
み
。

※
平
成
27
年
中
に
加
入
し
た
世
帯
に

は
申
込
書
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

加
入
窓
口
／
ま
ち
づ
く
り
協
働
課
、

支
所
市
民
窓
口
課
、
恋
瀬
出
張
所
、

園
部
出
張
所

　

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

1
ま
ち
づ
く
り
協
働
課（
内
線
１
４
２
）

2
市
民
窓
口
課
（
内
線
１
１
１
１
）

石岡・八郷学校給食センター

給食物資の納入を希望する人へ

届出資格
原則として市内の業者

（個人または法人）
給食物資
１．鶏肉類（鶏肉・鶏卵）
２．豚肉類（豚肉・ハム・ウインナー）
３．豆腐類（豆腐・油揚げ・こんにゃく類）
４．野菜類（生野菜・いも類・果実類）
５．乾物類（小麦粉・スパゲティ・マーガ
リン・ジャムなど）
６．調味料類（油・砂糖・醤油・味噌・塩・
ソース）
７．冷凍食品（冷凍食品・冷凍野菜）
８．その他（デザート類・生クリーム・納
豆など）
提出書類
１．給食物資納入指名参加願
２．市税完納証明書など
※法人の場合は、法人分のみとなります。
証明書を申請する時は、給食物資指名参加
願に使用する旨を伝えてください。
３．食品衛生監視票の写し（保健所発行の
もの）※ 事前に保健所にご依頼ください。
■提出・問い合わせ　
石岡学校給食センター（正上内 16-16）
☎ 22-6286
八郷学校給食センター（須釜 1300-1）
☎ 36-5252

お

知

ら

せ

受付期間

２月１日（月）～ 15 日（月）

見舞金請求手続き／次の書類と認め
印を持参の上、12 へ直接お出で
ください。
1 会員証 2 運転免許証 3 交通事
故証明書 4 診断書（医師の診断書、
柔道整復師などの施術証明書）
見舞金の請求期間／事故が発生した
翌日から２年以内
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総
合
防
災
訓
練
で
防
災
意
識
を
高
め
る

１

２３４

５

６

８

10

　

総
合
防
災
訓
練
を
11
月
22
日
、
南
小
学
校
を
会
場
に

行
い
、
１
２
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

地
震
に
よ
る
災
害
の
発
生
を
想
定
し
、
住
民
参
加
型

の
訓
練
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
市
の
災
害
対
応
の
初
動

体
制
と
防
災
関
係
機
関
や
地
域
住
民
の
皆
さ
ん
と
の
連

携
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

災
害
時
に
自
分
と
周
囲
の
人
を
救
う
た
め
に
も
、
日

ご
ろ
か
ら
自
主
防
災
組
織
で
実
施
さ
れ
る
地
域
防
災
訓

練
な
ど
へ
積
極
的
に
参
加
し
ま
し
ょ
う
。「
い
ざ
と
い

う
時
ど
う
す
る
か
」
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
こ
と
が
大
切
で

す
。

【
訓
練
内
容
】

■
シ
ェ
イ
ク
ア
ウ
ト
訓
練
（
全
参
加
者
）

■
通
信
訓
練
（
市
役
所
・
文
京
区
・
多
賀
城
市
）

■
災
害
対
策
本
部
設
置
・
運
営

■
避
難
所
開
設
・
運
営 

■
救
出
・
救
助
（
写
真
１
・
２
）

■
住
民
避
難
（
写
真
３
・
４
）

■
消
火
訓
練
（
写
真
５
）

■
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
復
旧
活
動
（
写
真
６
）

■
要
援
護
者
搬
送
（
写
真
７
）

■
が
れ
き
除
去
（
写
真
８
）

■
展
示
・
体
験
コ
ー
ナ
ー

・
災
害
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
体
験
（
写
真
９
）

・
自
衛
隊
に
よ
る
炊
き
出
し
（
豚
汁
）（
写
真
10
）

■
Ｍ
Ｃ
Ａ
無
線
送
致　

■
情
報
収
集
・
伝
達

● 

総
合
防
災
訓
練
報
告

【
訓
練
想
定
】

　

午
前
９
時
に
、
県
南
部
を
震
源
と
す
る
震
度
６
弱

の
地
震
が
発
生
し
、
市
内
全
域
で
停
電
、
断
水
、
電

話
使
用
不
能
（
メ
ー
ル
は
使
用
可
）
に
な
る
。

自助
自分の身は自分
で守る

共助
力を合わせて助
け合い、自分た
ちのまちを守る

▶災害時には、地域での協力
体制が不可欠です。区や自治
会、町内会単位で自主防災組
織を設立しませんか。設立時
には市から補助金を交付しま
す。詳しくはお問い合せくだ
さい。
■問い合わせ
防災対策課
☎ 23-1111（内線 258）

広報いしおか２月１日号  №２４８　１６
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11
月
２
日
開
催

タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
18

公
共
施
設
（
跡
地
）
の
有
効
活
用

　
団
体

恋
瀬
・
瓦
会
地
区
の
皆
さ
ん

　

参
加
者
は
11
人
、
座
談
会
方
式
で

行
い
ま
し
た
。

　

市
長
か
ら
、
合
併
10
周
年
記
念
式

典
で
披
露
し
た
「
市
民
憲
章
」・「
市

民
の
日
」・「
ふ
る
さ
と
大
使
」・「
マ

ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
」・「
市
民

の
歌
」
の
説
明
と
思
い
が
伝
え
ら
れ

ま
し
た
。

　

今
回
は
、
旧
有
明
中
学
校
跡
地
の

利
用
方
法
に
つ
い
て
、
地
域
性
も
含

め
活
発
な
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

恋瀬・瓦会地区の皆さんからの意見

・若い人（小・中学生含む）が遊ぶ場所がない。旧
有明中学校跡地を利用できないか。ボルダリングな
ど珍しいものが良い。
・人を呼び込むイベント（花火大会・盆踊り・市民
の日）や継続的な直売所のようなものが欲しい。
・グラウンドの芝・トイレ・ステージを整備してイ
ベント広場としたい。
・バス停を利用し、山登り観光につなげてはどうか。
恋瀬サイクリングロードやトレイルランなどと関連
づけたい。
・ＮＰＯを立ち上げて維持管理していくのが良い。
・区長などを含め、跡地利用の検討組織を立ち上げ、
企画立案をしていきたい。

■申し込み・問い合わせ　秘書広聴課　☎ 23-1111（内線 212）

１７　広報いしおか２月１日号  №２４８

　

市
民
会
館
前
の
広
場
に
は
、
大
勢

の
若
者
た
ち
が
弾
ん
だ
声
で
談
笑
し

て
い
ま
し
た
。 

　

平
成
28
年
の
成
人
式
該
当
者
は

８
１
３
名
で
、
合
併
時
に
比
べ
る
と

ほ
ぼ
１
０
０
名
減
っ
て
い
ま
す
。　

　

少
子
化
の
流
れ
を
漫
然
と
捉
え
て

い
る
と
、
地
域
の
活
力
は
失
わ
れ
て

し
ま
い
ま
す
。
石
岡
市
が
活
気
と
魅

力
の
あ
る
ま
ち
と
し
て
輝
い
て
い
く

た
め
に
も
、
こ
の
若
者
た
ち
の
未
来

を
切
り
開
き
、
教
育
に
力
を
注
ぎ
、

子
育
て
支
援
や
出
会
い
の
場
の
創
出

な
ど
を
積
極
的
に
行
う
必
要
が
あ
り

ま
す
。
少
子
化
対
策
は
、
待
っ
た
無

し
で
す
。 

　

会
場
の
大
ホ
ー
ル
は
ほ
ぼ
満
席

で
、
若
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
会
場
に
あ

ふ
れ
返
っ
て
、
暗
い
客
席
が
逆
に
ま

ぶ
し
く
感
じ
る
ほ
ど
で
し
た
。 

　

私
は
、
式
辞
で
次
の
よ
う
な
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
贈
り
ま
し
た
。 

「
ど
ん
な
と
き
で
も
自
分
の
夢
を
忘

れ
な
い
で
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
夢

を
実
現
さ
せ
て
い
る
人
た
ち
は
、
決

し
て
あ
き
ら
め
ま
せ
ん
。
不
可
能
に

立
ち
向
か
う
、
強
い
精
神
力
が
夢
の

実
現
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。 

こ
れ
は
、
プ
ロ
野
球
の
イ
チ
ロ
ー
選

手
の
言
葉
で
す
。 

『
小
さ
い
こ
と
を
重
ね
る
こ
と
が
、

と
ん
で
も
な
い
と
こ
ろ
へ
行
く
た
だ

ひ
と
つ
の
道
』 

基
本
の
積
み
重
ね
が
、
最
高
の
選
手

と
な
る
唯
一
の
道
で
す
。 

夢
の
実
現
に
は
、
社
会
人
と
し
て
の

基
本
を
し
っ
か
り
と
身
に
つ
け
る
こ

と
で
す
」 

　

来
賓
の
あ
い
さ
つ
の
後
、
４
人
の

新
成
人
が
意
見
発
表
を
行
い
ま
し

た
。
稲
田
雪
乃
さ
ん
は
笑
顔
で
大
人

に
な
っ
た
喜
び
を
語
り
、
中
島
和
輝

さ
ん
は
両
親
に
感
謝
を
述
べ
ま
し

た
。
諏
佐
七
海
さ
ん
は
自
覚
と
責
任

の
重
さ
を
感
じ
て
い
る
心
境
を
、
高

橋
優
花
さ
ん
は
成
人
式
を
楽
し
み
に

し
て
い
た
こ
と
を
、
若
者
ら
し
い
率

直
な
言
葉
で
発
表
し
ま
し
た
。 

　

最
後
に
、
宮
城
卓
也
さ
ん
と
谷
萩

美
都
さ
ん
の
謝
辞
が
あ
り
、
閉
会
の

言
葉
と
の
間
に
心
を
動
か
さ
れ
た
出

来
事
が
あ
り
ま
し
た
。 

　

そ
れ
は
、
羽
織
袴
姿
の
男
性
が
、

司
会
者
の
許
可
を
得
て
壇
上
へ
上

が
っ
て
言
っ
た
一
言
で
す
。

　

私
や
教
育
委
員
長
、
教
育
長
、
来

賓
に
し
っ
か
り
と
お
辞
儀
を
し
て
、

そ
の
後
こ
う
言
い
ま
し
た
。 

「
自
分
た
ち
が
20
歳
を
迎
え
ら
れ
た

こ
と
を
当
た
り
前
と
思
わ
ず
に
、
感

謝
の
気
持
ち
と
前
向
き
な
思
い
を

も
っ
て
、
生
き
て
い
こ
う
」 

　

そ
し
て
、
遺
影
を
持
っ
た
友
人
が

横
に
立
ち
、
全
員
で
黙
祷
を
捧
げ
ま

し
た
。 

　

会
場
は
素
晴
ら
し
い
一
体
感
に
包

ま
れ
ま
し
た
。
私
は
そ
の
男
性
の
勇

気
と
そ
の
言
葉
に
呼
応
し
た
新
成
人

の
姿
に
感
動
し
ま
し
た
。 

　

そ
う
、
石
岡
の
未
来
は
可
能
性
に

満
ち
て
い
る
し
、
子
供
た
ち
の
た
め

に
私
た
ち
大
人
は
大
計
を
も
っ
て
明

日
の
土
台
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
責

務
が
あ
る
と
、
改
め
て
痛
感
し
た
成

人
式
で
し
た
。

市
長
日
記
23

１
月
10
日
（
日
）

成
人
式
と
若
者
の
勇
気

今
泉 

文
彦

文
と
写
真

▲壇上を見つめる姿が夢と希望に満ち溢れています



10
月
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

10
月
５
日
・
水
戸
信
用
金
庫
杯

優
　
勝　

あ
け
ぼ
の
チ
ー
ム

準
優
勝　

城
南
チ
ー
ム

10
月
６
日
・
い
ば
ら
き
県
ね
ん
り
ん

Ｓ
Ｐ
大
会

優
　
勝　

あ
け
ぼ
の
チ
ー
ム

10
月
９
日
・
常
陸
野
大
会

準
優
勝　

こ
い
せ
チ
ー
ム

第
３
位　

鹿
の
子
チ
ー
ム

10
月
13
日
・
三
市
交
流
大
会

優
　
勝　

城
南
チ
ー
ム

準
優
勝　

鹿
の
子
チ
ー
ム

10
月
19
日
・
交
通
安
全
協
会
杯

準
優
勝　

あ
け
ぼ
の
チ
ー
ム

第
３
位　

こ
い
せ
チ
ー
ム

10
月
23
日
・
県
ヘ
ル
シ
ー
大
会

優
　
勝　

栄
松
チ
ー
ム

第
２
位　

城
南
チ
ー
ム

10
月
29
日
・
高
齢
者
福
祉
Ｓ
Ｐ
大
会

優
　
勝　

あ
け
ぼ
の
チ
ー
ム

準
優
勝　

東
光
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム

秋
季
レ
デ
ィ
ー
ス
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

大
会

11
月
15
日
・
八
郷
総
合
運
動
公
園

女
子
Ａ

優
　
勝　

冨
山
芙
紀
・
山
本
由
紀

準
優
勝　

本
多
早
苗
・
小
野
香
織

女
子
Ｂ

優
　
勝　

大
山
亜
希
子
・
鈴
木
利
江

準
優
勝　

土
師
洋
子
・
荻
野
美
樹

女
子
Ｃ

優
　
勝　

足
立
美
佐
代
・
平
岡
久
美
子

準
優
勝　

桜
井
玲
子
・
斉
藤
詩
織

第
16
回
石
岡
市
Ｔ
Ｂ
Ｇ
協
会
交
流

大
会

11
月
20
日
・
八
郷
Ｔ
Ｂ
Ｇ
場

男
子
の
部
シ
ニ
ア

優
　
勝　

千
葉
誠

準
優
勝　

大
槻
進

第
３
位　

宮
部
善
守

男
子
の
部
ゴ
ー
ル
ド

優
　
勝　

前
島
道
雄

準
優
勝　

友
部
章

第
３
位　

石
毛
祥

女
子
の
部

優
　
勝　

高
橋
ち
が
こ

準
優
勝　

松
本
静
枝

第
３
位　

市
村
幸
子

硬
式
テ
ニ
ス
教
室

日
時
／
２
月
24
日
、
３
月
２
・
９
・

16
・
23
日
（
水
）
午
後
１
時
〜
３
時

場
所
／
柏
原
野
球
公
園

参
加
費
／
１
回
５
０
０
円

持
ち
物
／
硬
式
テ
ニ
ス
ラ
ケ
ッ
ト
＆

ボ
ー
ル
・
飲
み
物
・
汗
拭
き

※
無
料
貸
し
出
し
ラ
ケ
ッ
ト
は
10
本

程
度
あ
り
ま
す
。

定
員
／
20
人
（
先
着
）

申
込
方
法
／
２
月
20
日
（
土
）
ま
で

に
、
電
話
で
申
し
込
み

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

石
岡
市
柏
原
運
動
施
設
（
田
村
）

☎
２
３
・
８
１
５
８

スポーツ情報
石岡運動公園　　　　　☎ 26-7210
八郷総合運動公園　　　☎ 43-6884
石岡海洋センター　　　☎ 23-5191
柏原野球公園管理事務所     ☎ 23-8158
朝日スポーツ交流施設　☎ 43-6884

結
　
果

▶効果的なウォーキング法を学びます。
日時・場所／
・３月５日（土）小幡小学校
・３月 12日（土）園部コミュニティ
センター
※両日とも午前 9時～ 11時 30分
定員／各日 50人（先着）
参加費／各日 500 円
申込方法／ 2 月 2日（火）～ 18日
（木）に参加費を添えて、石岡運動
公園・八郷総合運動公園に直接申し
込み
※両運動公園は月曜日休館
■問い合わせ
石岡運動公園
☎ 26‒7210

　　　健康は歩いてこないから、

ウォーキング教室を開催

▶陸上競技の基本はスキップ。速く
走るための基礎を身につけよう！
スキップ練習会（申込不要）
日時／ 2 月 13 日（土）午前 9時
場所／石岡運動公園
※雨天中止
■申し込み・問い合わせ
市体育協会陸上競技部（大塚）
☎ 22‒2247

　　　体育協会の団体紹介 18
陸上競技部　会員募集

・ゆっくり
・速く大きい、
・左、右、後ろ向き
・高く

▶陸上競技の基本はスキップ。速く

スキップいろいろ

　　　11月 7・21 日にも
　実施。石岡市スポーツ推進委員
がウォーキング時の正しい姿勢と
　　歩き方を教えます！

募
　
集

がウォーキング時の正しい姿勢と
　　歩き方を教えます！　　歩き方を教えます！　　歩き方を教えます！　　歩き方を教えます！

広報いしおか２月１日号  №２４８　１８



骨
粗
し
ょ
う
症
勉
強
会

▼
年
齢
と
と
も
に
誰
に
で
も
起
こ
っ

て
く
る
「
骨
粗
し
ょ
う
症
」
の
危
機
。

今
か
ら
毎
日
の
食
事
や
運
動
で
正
し

い
姿
勢
や
ス
タ
イ
ル
を
保
ち
、
い
つ

ま
で
も
若
々
し
さ
を
！

日
時
／
1
２
月
26
日
（
金
）

　
　
　

午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

　
　
　
（
９
時
受
け
付
け
）

　
　
　

2
２
月
29
日
（
月
）

　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

　
　
　
（
１
時
受
け
付
け
）

場
所
／
1
八
郷
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　

2
石
岡
保
健
セ
ン
タ
ー

内
容
／
運
動
指
導
士
に
よ
る
運
動
実

技
、
栄
養
士
に
よ
る
講
話
と
質
疑
、

予
防
食
試
食
、
骨
密
度
測
定

定
員
／
各
30
人
（
先
着
）

申
込
方
法
／
２
月
８
日
（
月
）
か
ら

各
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
直
接
ま
た
は
電

話
で
申
し
込
み
。

石岡保健センター
☎ 24-1386　℻   24-4638 
八郷保健センター
☎ 43-6655　℻   44-1492

こころといのちの電話相談
毎月第２火曜日　午前９時
～正午、午後１時～４時

（八郷保健センター内）

健康ガイド

Health Guide

講
座
・
教
室

予
防
接
種
を
受
け
た
人
へ

▼
平
成
23
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
25

年
３
月
31
日
ま
で
に
、
市
町
村
の
助

成
に
よ
り
次
の
予
防
接
種
を
し
た
人

で
接
種
後
に
何
ら
か
の
症
状
が
生

じ
、
医
療
機
関
を
受
診
し
た
人
は
、

医
療
費
・
医
療
手
当
が
支
給
さ
れ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
支
給
対
象
と
な

る
の
は
、
請
求
し
た
日
か
ら
さ
か
の

ぼ
っ
て
５
年
以
内
に
受
け
た
医
療
に

限
ら
れ
て
い
ま
す
。

対
象
と
な
る
予
防
接
種

ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ

ン
・
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
・
小
児
肺
炎
球

菌
ワ
ク
チ
ン

■
問
い
合
わ
せ

独
立
行
政
法
人
医
薬
品
医
療
機
器
総

合
機
構
の
救
済
制
度
相
談
窓
口

０
１
２
０
・
１
４
９
・
９
３
１

　
　
　
　
　
　
（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

０
３
・
３
５
０
６
・
９
４
１
１（
有
料
）

　食生活改善推進員は
「私たちの健康は私たち
の手で」をスローガンに、
地域で食生活改善の調理
実習などを開催している
ボランティア団体です。

１９　広報いしおか２月１日号  №２４８

ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
予
防
食
発
表
会

へ
の
ご
参
加
を

▼
食
生
活
改
善
推
進
員
が
考
え
た
高

血
圧
・
骨
粗
し
ょ
う
症
予
防
の
料
理

が
試
食
で
き
ま
す
。
体
に
優
し
い
、

愛
情
た
っ
ぷ
り
の
手
作
り
料
理
で

す
。
調
理
の
ポ
イ
ン
ト
や
レ
シ
ピ
も

紹
介
し
ま
す
。

こころの体温計
▼携帯電話やパソコンを利用して気軽
にストレスや落ち込み度をチェック！
パソコンからは
ＨＰ https://fishbowlindex.jp/
ishioka/

▲昨年の予防食発表会と献立

日時／２月 18 日（木）
午前 11 時～午後１時

（10 時 40 分～ 11 時受け付け）
場所／八郷保健センター
対象／市内在住で生活習慣病予防
に関心のある人
参加費／無料
定員／ 30 人（先着）　
持ち物／筆記用具
申込方法／２月 10 日（水）まで
に八郷保健センターへ電話または
直接申し込み。

血
糖
値
が
気
に
な
る
人
の
勉
強
会

▼
糖
尿
病
に
な
る
と
、
腎
臓
や
目
に

重
大
な
合
併
症
を
引
き
起
こ
し
人
工

透
析
に
移
行
す
る
人
も
少
な
く
あ
り

ま
せ
ん
。
血
糖
値
が
気
に
な
り
始
め

た
今
、
毎
日
の
食
事
や
運
動
で
血
糖

値
を
改
善
し
ま
し
ょ
う
。

日
時
／
３
月
２
日
（
水
）

午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

（
９
時
受
け
付
け
）

場
所
／
八
郷
保
健
セ
ン
タ
ー

内
容
／
運
動
指
導
士
に
よ
る
運
動
実

技
、
栄
養
士
に
よ
る
講
話
と
質
疑
、

試
食

定
員
／
30
人
（
先
着
）

申
込
方
法
／
八
郷
保
健
セ
ン
タ
ー
に

直
接
ま
た
は
電
話
で
申
し
込
み
。

がんの無料クーポン券
利用が終了になります
▶無料クーポンの種類に
よって、子宮頸がん検診・
乳がん検診・大腸がん検
診が無料で受けられます
のでご利用ください。

【クーポン券の有効期限】
２月 29 日（月）



情報センター
　　　ニュース

ま ち か ど

「
歴
史
絵
巻
情
景
飾
り
」

情
報
セ
ン
タ
ー
特
設
ス
テ
ー
ジ

期
間
／
２
月
13
日
（
土
）

　
　
　
　
　

〜
３
月
３
日（
木
）

▼
石
岡
の
道
（
古
東
海
道
、
鎌

倉
街
道
、
水
戸
街
道
な
ど
）
の

変
遷
と
（
古
）
国
府
、
国
分

寺
、
府
中
城
（
堀
跡
）
な
ど
の

史
跡
に
焦
点
を
あ
て
た
散
歩
で

す
。
同
時
に
雛
巡
り
も
楽
し
み

ま
し
ょ
う
。

日
時
／
２
月
22
日
（
月
）

　
　
　
　
　

26
日
（
金
）

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

▼
歴
史
を
テ
ー
マ
に
し
て
、
市

内
に
残
る
歴
史
的
、 

伝
統
的
な

町
並
み
や
建
造
物
、
史
跡
に
つ

い
て
自
由
な
ト
ー
ク
を
楽
し
み

ま
し
ょ
う
。 

参
加
自
由
。

日
時
／
第
２
・
４
月
曜
日

　
　
　

午
後
１
時
〜
４
時

▼
毎
月
第
３
土
曜
日
に
開
く
か
ら

３
・
土
・
市
（
サ
ン
ド
市
）。

日
時
／
第
３
土
曜
日  

　
　
　

午
前
11
時
〜
午
後
３
時

場
所
／
香
丸
・
中
町
・
御
幸
通

り
の
参
加
店
前
、
ま
ち
か
ど
情

報
セ
ン
タ
ー

▼
雛
巡
り
の
た
め
、
日
時
・
場

所
の
変
更
が
あ
り
ま
す
。

心
と
身
体
の
健
康
相
談

　

毎
週
水
曜
日
午
前
10
時
30
分
〜

午
後
１
時

ま
ち
の
保
健
室

　21
日
（
第
３
日

曜
日
）
午
後
１
時
〜
４
時

ま
ち
か
ど
バ
ザ
ー
ル　

３
日

（
第
１
水
曜
日
）
午
前
10
時
か
ら

折
り
紙
教
室　

２
月
27
日（
土
）

午
後
１
時
30
分
か
ら
（
場
所
は

み
ん
な
の
広
場
）　

※
ち
り
め
ん
小
物
は
、
お
休
み

で
す
。

開館時間 午前 10 時～午後８時
休館日 木曜　問い合わせ　☎ 27-5171
まちかど情報センター駐車場（向かい側）・
臨時駐車場（土橋通り）をご利用ください。

２月のコミュニティ 今月のサンド市は２0日

歴まちフリーカフェ

地域の元気の
出発点

－協働で取り組む現場から－
レポート No. ８

地域のつながりと防災

■問い合わせ
　まちづくり協働課
　☎ 23‒1111（内線 142）

ルネッ散歩

▲市では防災に関する出前講座を行っていま
す。柿岡小学校での炊き出し訓練では、子ども
たちが炊き出しを行いました。

いしおか雛巡り

し
も
の
時
に
、
助
け
合
え

る
つ
な
が
り
。
皆
さ
ん
の

地
域
に
は
あ
り
ま
す
か
？
昨
年
、
茨

城
県
は
大
雨
に
見
舞
わ
れ
、
常
総
市

が
大
き
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

　

市
内
で
は
、
冠
水
し
た
道
路
の
通

行
止
め
が
25
か
所
。
床
下
浸
水
し
た

家
屋
５
軒
、
土
砂
崩
れ
71
か
所
な
ど

が
発
生
し
ま
し
た
。
幸
い
に
も
、
石

岡
市
で
は
負
傷
者
は
出
な
か
っ
た
も

の
の
、
災
害
は
い
つ
ま
た
起
こ
る
か

分
か
り
ま
せ
ん
。
普
段
か
ら
の
備
え

が
重
要
で
す
。

　

そ
こ
で
、
各
地
区
で
は
、
自
主
防

災
組
織
が
防
災
訓
練
を
行
っ
て
い
ま

す
。
自
主
防
災
組
織
と
は
、
町
内
会

単
位
で
組
織
さ
れ
た
防
災
活
動
を
行

う
集
ま
り
。
昨
年
は
、
南
台
、
若
松
、

小
桜
地
区
な
ど
の
自
主
防
災
組
織
が

防
災
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

「
防
災
に
は
地
域
の
つ
な
が
り
が
大

切
」
と
、
定
期
的
に
防
災
訓
練
を
行

う
地
区
が
増
え
て
い
ま
す
。

も

石岡の歴史巡り
「常府石岡」道と史跡を訪ねる

3月から

みんなでアイデアを出
しながら楽しく飾って
いますよー！
雛巡りのボランティア
もまだまだ募集中！

雛巡り期間中も

▲ 400 体の雛人形が並ぶ特設
ステージは見応え十分

▲市では防災訓練時に使用す
る備品の貸し出しを行ってい
ます。また、被害から身を守
る防災マニュアルも作成し
ホームページに公開中。

▲自主防災組織の訓練時には、炊き出しの材
料や飲料などの提供を行っています。

広報いしおか２月１日号  №２４８　２０



　　　　
「
将
来
、
自
分
の
力
を
生
か
せ
る
仕

事
が
し
た
い
け
ど
、
そ
の
た
め
に
は

何
を
し
た
ら
い
い
ん
だ
ろ
う
…
」「
ス

キ
ル
を
身
に
付
け
て
仕
事
も
頑
張
り

た
い
け
ど
結
婚
・
出
産
も
考
え
る
…
」

と
悩
む
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
の
講
師
を
務
め

る
の
は
、
28
歳
の
若
さ
で
、
シ
テ
ィ

ズ
ン
シ
ッ
プ
・
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

と
し
て
幅
広
い
年
齢
層
の
地
域
・
社

会
参
加
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
齋
藤

実
央
さ
ん
。
市
民
性
と
訳
さ
れ
る
シ

テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
は
、
近
年
、
個
人

と
地
域
社
会
と
の
関
わ
り
合
い
の
変

化
を
背
景
に
注
目
さ
れ
、
欧
米
諸
国

で
は
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
教
育
が
学

校
現
場
で
導
入
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
学
生
時
代
は
セ
ル
ビ
ア
共
和
国
の

難
民
キ
ャ
ン
プ
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

や
国
際
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
ユ
ー
ス
活
動
に
関

わ
る
な
ど
国
際
協
力
に
強
い
関
心
を

抱
い
て
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
活
動
す
る
中
で
次
第
に
、

国
内
外
問
わ
ず
、
苦
し
ん
で
い
る

人
々
を
支
援
で
き
る
仕
事
が
し
た
い

と
思
い
、
卒
業
後
は
日
本
赤
十
字
社

に
入
社
。
青
少
年
育
成
・
震
災
復
興

支
援
事
業
に
関
わ
り
ま
し
た
」

「
日
本
赤
十
字
社
で
働
く
傍
ら
、
Ｙ

Ｍ
Ｃ
Ａ
地
球
市
民
育
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
関
わ
り
『
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ

教
育
』
に
出
会
い
ま
し
た
。
こ
の
分

野
の
専
門
家
に
な
る
べ
く
、
会
社
を

や
め
留
学
す
る
こ
と
を
決
意
。
留
学

先
は
、
研
究
が
も
っ
と
も
進
ん
で
い

た
英
国
・
ヨ
ー
ク
大
学
を
選
び
ま
し

た
。
研
究
テ
ー
マ
は
『
市
民
の
積

極
的
な
社
会
参
加
に
は
何
が
必
要

か
』。
研
究
を
進
め
る
な
か
で
「
グ

ロ
ー
バ
ル
」
な
話
の
前
に
「
ロ
ー
カ

ル
」
な
視
点
で
仕
事
を
し
た
い
と
改

め
て
思
う
よ
う
に
な
り
、
帰
国
後
は

地
域
に
密
着
し
た
支
援
事
業
を
行
う

現
在
の
会
社
に
入
社
。
地
方
自
治
体

と
の
協
働
事
業
や
自
社
主
催
の
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
を
通
じ
て
地
域
づ
く
り

の
担
い
手
育
成
な
ど
を
行
っ
て
い
ま

す
。
従
来
の
『
正
解
』
が
通
用
し
な

い
状
況
で
、
自
分
た
ち
の
働
き
方
・

生
き
方
を
自
分
た
ち
で
つ
く
っ
て
い

く
こ
と
を
支
援
す
る
こ
と
に
、
や
り

が
い
を
感
じ
ま
す
ね
」

　

自
分
た
ち
の
暮
ら
す
地
域
も
、
働

き
方
も
、
自
分
た
ち
で
つ
く
っ
て
い

く
。そ
れ
が
自
分
の
生
き
方
に
な
る
。

グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
で
ロ
ー
カ
ル
な

活
動
を
行
う
齋
藤
さ
ん
の
よ
う
な
若

者
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
組
織
に
属
し
て
い

な
く
て
も
自
分
の
強
み
を
生
か
し
て

キ
ャ
リ
ア
パ
ス
を
つ
く
る
た
め
の
実

践
に
つ
い
て
お
話
し
て
も
ら
い
ま
す
。

　

卒
業
後
の
進
路
に
悩
む
学
生
さ

ん
、
こ
れ
か
ら
の
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
を

考
え
た
い
若
手
社
会
人
の
皆
さ
ん
、

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

自分たちの働き方・生き方を
　　　　　　　つくっていく
株式会社エンパブリック　齋藤　実央

セミナー情報
　日時／２月 27日（土）午後２時～４時
　場所／ひまわりの館　ふれあいホール
　参加費／無料　　定員／ 200 人
　託児／予約制（２歳～就学前まで）
　申込方法／電話またはメールで申し込み
　■申し込み・問い合わせ
　　政策企画課（男女共同参画担当）
　　☎ 23‒1111（内線 226）
　 　　kikaku@city.ishioka.lg.jp

ハーモニーセミナーとは
　性別によって生き方を制限されず、一
人ひとりの個性や能力を発揮できる社会
の実現を目指して、さわやかハーモニー
セミナーを開催します。

留
学
が
き
っ
か
け
で
、

　
よ
り
ロ
ー
カ
ル
な
活
動
を

海
外
志
向
だ
っ
た

　
　
　
　
　
学
生
時
代

進
学
、
就
職
、
結
婚
、
出
産
。

ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
の
変
化
に
囚
わ
れ
ず
、

自
分
の
生
き
方
・
働
き
方
を
し
た
い
。

そ
の
た
め
に
何
が
必
要
な
の
か
、

一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？
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は
じ
め
よ
う
「
家
読
」

　

突
然
で
す
が
「
家
読
」
っ
て
、
ど

ん
な
読
み
方
だ
と
思
い
ま
す
か
？

　

実
は
こ
れ
「
う
ち
ど
く
」
と
読
み

ま
す
。「
家
読
」
と
は
「
家
庭
読
書
」

「
家
族
読
書
」
の
略
語
で
「
家
族
ふ

れ
あ
い
読
書
」
を
意
味
し
ま
す
。
家

族
で
本
を
読
ん
で
、
た
く
さ
ん
会
話

し
、
家
族
の
絆
を
深
め
ま
し
ょ
う
♪

「
家
読
」
の
進
め
方

1
家
族
で
「
家
読
の
日
」
を
決
め
る

（
週
１
回
く
ら
い
）

2
家
族
で
読
む
本
を
決
め
る
（
絵
本

が
お
ス
ス
メ
）

3
役
割
分
担
を
決
め
て
音
読
す
る

4
感
想
を
話
し
合
う

5
ノ
ー
ト
に
記
録

　

こ
の
進
め
方
は
、

あ
く
ま
で
例
で
す
。

「
家
読
」
を
詳
し
く
知

り
た
い
人
は
、
家
読
推
進
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
う
ち
ど
く
．

ｃ
ｏ
ｍ
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

新
着
Ｄ
Ｖ
Ｄ

◎
児
童
向
け

・
ド
ナ
ル
ド
ダ
ッ
ク　

１
〜
５

・
ベ
イ
マ
ッ
ク
ス

・
プ
レ
ー
ン
ズ

・
グ
ー
フ
ィ
ー
の
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

・
プ
ル
ー
ト
の
遊
び
友
達

◎
一
般
向
け

・
ま
ほ
ろ
駅
前
狂
騒
曲

・
永
遠
の
０

・
清
須
会
議

・
の
ぼ
う
の
城

・
や
さ
し
い
本
泥
棒

・
リ
ン
カ
ー
ン

・
ア
メ
イ
ジ
ン
グ
・
ス
パ
イ
ダ
ー
マ
ン

「
本
が
見
つ
か
ら
な
い
」
と

諦
め
て
い
ま
せ
ん
か
？

　

借
り
た
い
本
が
図
書
館
に
な
く
て

も
、
市
内
在
住
の
人
な
ら
茨
城
県
立

図
書
館
や
他
市
町
村
の
図
書
館
か
ら

取
り
寄
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
相

互
貸
借
）。
中
央
図
書
館
や
公
民
館

図
書
室
で
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
県
内
の
図
書
館
で
所
蔵

時
憶記
の

文化振興課
シリーズ121

☎43-1111
（内線1324）

　

石
岡
地
区
の
東
田
中
に
は
、「
ジ
ャ
ー

メ
」
と
呼
ば
れ
る
お
盆
の
行
事
が
あ

り
ま
す
。お
盆
の
入
り
の
８
月
13
日
、

藁
で
作
ら
れ
た
綱
を
子
ど
も
た
ち
が

引
き
な
が
ら
地
区
内
の
家
を
回
り
、

先
祖
の
霊
を
送
り
届
け
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
盆
行
事
は
、
茨
城
県

霞
ヶ
浦
周
辺
か
ら
千
葉
県
印
旛
沼
周

辺
に
か
け
て
分
布
し
「
盆
綱
」
と
呼

ば
れ
て
い
ま
す
。「
ジ
ャ
ー
メ
」
と

呼
ぶ
の
は
石
岡
地
方
独
自
で
、
綱
が

細
長
く
、
蛇
に
似
て
い
る
こ
と
、
す

図
書
館
つ
う
し
ん

　

図
書
館
職
員
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

よ
る
「
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
」・「
紙
芝

居
」・「
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
」
な
ど
楽
し

い
お
は
な
し
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。

中
央
図
書
館 

２
階
視
聴
覚
室

《
２
月
の
お
は
な
し
玉
手
箱
》

・
６
日
（
土
）
午
前
10
時
30
分
か
ら

《
２
月
の
お
は
な
し
会
》

・
20
日
（
土
）
午
前
10
時
30
分
か
ら

中
央
公
民
館

《
２
月
の
お
は
な
し
フ
レ
ン
ズ
》

・
13
日
（
土
）
午
後
２
時
30
分
か
ら

※
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
大
人
ま
で
誰
で
も

参
加
で
き
ま
す
。（
30
分
程
度
）

な
わ
ち
「
蛇
メ
」
に
由
来
す
る
も
の

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
「
東
関
東
の
盆
綱
」
は
、
平
成
27

年
３
月
、
国
選
択
無
形
民
俗
文
化
財

に
選
択
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
伝
承

が
危
ぶ
ま
れ
る
貴
重
な
民
俗
行
事
の

記
録
作
成
を
行
い
保
護
し
よ
う
と
す

る
も
の
で
す
。

　

こ
れ
を
機
会
に
市
内
を
調
査
し
た

と
こ
ろ
、
現
在
も
続
く
東
田
中
の
ほ

か
、
北
根
本
、
中
津
川
、
大
谷
津
、

三
村
、
石
川
の
各
地
区
で
も
伝
承
さ

れ
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
ま
し

た
。
ま
た
、各
地
区
一
様
で
は
な
く
、

ジ
ャ
ー
メ
本
体
の
形
状
や
か
け
声
な

ど
が
異
な
っ
て
い
た
こ
と
も
分
か
り

ま
し
た
。

　

ふ
る
さ
と
歴
史
館
で
は
、
こ
の
調

査
成
果
を
紹
介
す
る
企
画
展
を
開
催

中
で
す
。
ま
た
、
東
田
中
の
ジ
ャ
ー

メ
本
体
も
復
元
展
示
し
て
い
ま
す
。

ジ
ャ
ー
メ

―
石
岡
の
盆
綱
行
事

■
問
い
合
わ
せ　

石
岡
市
立
中
央
図
書
館 

　
　
　
　
　
　
　

☎
２
４
・
１
５
０
７

　
　
　
　
　
　
　
　

http://lib.city.ishioka.lg.jp/

ＨＰ

２月の休館日

１日
８日
12日
15日
22日
25日
29日

◇第６回企画展　ジャーメ
―こんな行事があったのか！
　　　　　石岡の盆綱行事―
期間　2 月 28 日（日）まで
場所　ふるさと歴史館
　　　（石岡小学校敷地内）
休館日　月曜日

し
て
い
る
資
料
の
検
索
に
は
「
茨
城

県
図
書
館
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
が

便
利
で
す
。
あ
わ
せ
て
ご
利
用
く
だ

さ
い
。　

検
索
方
法

中
央
図
書
館

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
　
　

⇦

リ
ン
ク
集

　
　
　

⇦

茨
城
県
図
書
館
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

通常であればお盆の１日しか見るこ
とができないジャーメを間近で見る
ことができる貴重な機会。ぜひご来
場ください。

広報いしおか２月１日号  №２４８　２２



　

 　
　

 　

 　

下　

林　

白
井
冨
喜
江

粋
な
襷

た
す
き

で　

呼
び
込
む
客
と

　

年
の
暮
れ
行
く　

だ
る
ま
市

府　

中　

稲
田　

す
み

当
た
る
望
み
に　

年
末
ジ
ャ
ン
ボ

　

生
き
て
い
る
う
ち　

夢
を
買
う

　

 　
　

 　

 　

貝　

地　

前
島
く
に
子

苦
楽
分
け
合
い　

寄
り
添
い
な
が
ら　

　

暦
見
つ
め
る　

年
の
暮
れ

　

 　
　

 　

 　

東
石
岡　

惣
野
代
英
子

戦
後
思
え
ば　

豊
か
な
暮
ら
し

　

今
は
幸
福　

か
み
し
め
る

　

 　
　

 　
　

府　

中　

小
川
野　

蛙

揺
ら
す
野
菊
の　

風
透
き
と
お
り

　

背
筋
伸
ば
し
て　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

　

 　
　

 　

 

国　

府　

島
田
雪
う
さ
ぎ

記
憶
残
っ
た　

今
年
の
被
災

　

意
地
の
復
興　

町
づ
く
り

　

 　
　

 　

国　

府　

坂
下　

蜻
蛉

パ
チ
ン
パ
チ
ン
と　

枝
切
る
音
が

　

迫
る
年
の
瀬　

告
げ
て
く
る

　

 　
　

 　

 　

柿　

岡　

野
口
由
紀
子

熟
れ
て
豊
か
な　

柿
の
実
供
え

　

父
母
の
写
真
と　

語
り
合
う

　

乞
食
の
背
広

　
　
　
　
　
　
　

  　

助
川　

浩
史

　

今
は
乞こ
じ
き食
を
ホ
ー
ム
レ
ス
、
背
広

は
ス
ー
ツ
と
言
う
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
の
話
は
も
う
四
十
年
も
前
の
こ
と

で
あ
る
。
昔
話
を
す
る
よ
う
に
な
る

と
歳
を
と
っ
た
証
拠
だ
と
い
う
が
全

く
そ
の
通
り
で
あ
り
、
仕
方
が
な
い

と
思
っ
て
い
る
。
し
か
し
く
だ
ら
な

い
事
は
よ
く
記
憶
さ
れ
て
い
る
も
の

で
あ
る
。

　

昔
、東
京
の
会
社
に
い
た
頃
は
〝
五

時
か
ら
男
〟
で
仕
事
帰
り
は
毎
日
の

よ
う
に
飲
み
歩
い
て
い
た
。
あ
る
日

「
た
ま
に
は
浅
草
へ
飲
み
に
行
こ
う
」

と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。
暖
か
な
春

先
で
私
は
気
に
入
っ
た
合
い
着
の
背

広
を
決
め
て
い
た
。

　

品
川
の
会
社
か
ら
六
、七
人
で
上
野

へ
向
か
い
、
上
野
駅
か
ら
浅
草
行
き

に
乗
り
換
え
る
地
下
道
に
入
り
歩
く

と
、
そ
の
頃
は
ダ
ン
ボ
ー
ル
で
は
な

く
ゴ
ザ
な
ど
を
敷
い
て
乞
食
が
何
人

も
、
ま
だ
夕
方
な
の
に
横
に
連
な
っ

て
い
た
。
そ
こ
を
通
り
抜
け
よ
う
と

し
た
五
、六
メ
ー
ト
ル
先
で
一
人
の

乞
食
が
ふ
い
に
立
ち
上
が
っ
た
。
そ

の
時
の
乞
食
の
背
広
と
私
の
背
広
が

ほ
ぼ
同
じ
物
で
あ
っ
た
。
そ
の
瞬
間
、

私
は
何
と
も
複
雑
な
気
持
ち
に
な
っ

た
。
そ
の
後
当
然
そ
の
背
広
を
着
な

く
な
っ
た
の
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

　

 　
　
　
　

 

東
大
橋　

森　

美
千
瑠

会
ふ
度
に
も
の
言
ふ
仕
種
を
と
め
さ
ぶ

わ
が
少
女
子
に
寂
し
く
も
あ
り

　

 　
　

 　
　

 

東
光
台　

内
田
千
代
子

冬
に
入
り
赤
き
バ
ラ
咲
く
茎
に
持
つ
力
を

全
部
使
い
果
た
し
て

　
 　

　

 　
　

 

東
石
岡　

田
村　

満
佐

京
都
に
て
も
一
銭
銅
貨
使
ひ
し
と
瓜
の

種
取
る
話
題
は
づ
み
ぬ

部　

原　

久
保
田
好
子

煮
大
根
煮
か
へ
し
食
す
一
人
膳

北
府
中　

髙
木　

忠
雄

魅
せ
る
も
の
見
せ
て
一
気
に
落
葉
か
な

東
光
台　

野
村　

洋
子

竜
の
玉
日
影
に
あ
り
て
輝
け
り

東
光
台　

森　

ま
さ
え

ま
た
同
じ
話
に
も
ど
る
根
深
汁

総　

社　

山
口
美
津
子

幸
せ
を
逃
さ
ぬ
や
う
に
障
子
貼
る

俳　
　

句

文
化
協
会
だ
よ
り

市
民
ず
い
ひ
つ

　

 　
　

 　
　

 

府　

中　

山
口　

文
子

山
茶
花
を
手
折
れ
ば
花
び
ら
は
ら
は
ら

と
美は

し
き
ま
ま
に
て
地
に
還
り
ゆ
く

　

    　

 　
　

  

大
谷
津　

海
老
澤
明
子

庭
草
が
霜
に
枯
る
る
を
待
ち
ゐ
し
に
霜

降
り
る
朝
な
く
て
立
冬

短　
　

歌

い
し
お
か
俳
句
同
好
会

や
さ
と
俳
句
会

　
　
　
　
　

   

柴　

内　

羽
生　
　

俊

と
も
か
く
も
夫
ま
か
せ
の
年
の
暮

　
　
　
　

   　

  

部　

原　

中
島
れ
い
子

冬
晴
る
る
今
日
の
筑
波
は
機
嫌
よ
し

                  

瓦　

谷　

萩
原　

梨
郷

人
生
の
峠
は
い
つ
か
末
枯
れ
て

　

　

　

　

　

　

 

石
岡
短
歌
同
好
会

八
郷
短
歌
会

　

 　
　

 　
　

 
柿　

岡　

小
林　

渥
子

幸
せ
と
は
「
な
る
」
も
の
で
な
く
「
気
づ
く
」

も
の　

肝
に
銘
じ
て
そ
の
記
切
り
抜
く　

　
　
　
　
　

 　

山　

崎　

鈴
木　

菫

老は

は母
の
引
く
糸
繰
機
よ
り
艶
や
か
に
絹

糸
の
生
れ
し
遠
き
日
の
あ
り

　

 　
　

 　
　

山　

崎　
西
口
は
ま
子

老
い
と
言
ふ
安
ら
ぎ
の
あ
り
公
園
の
遊
具

に
あ
そ
ぶ
孫
を
見
て
ゐ
つ

俚　
　

謡

投
稿
作
品

石
岡
俚
謡
会

　　

こ
の
冬
は
、
当
初
暖
冬
と
の
予
報

で
し
た
が
、
や
は
り
寒
さ
の
厳
し
い

毎
日
に
な
り
ま
し
た
。

　

さ
て
、
私
ど
も
石
岡
市
文
化
協
会

の
会
員
一
同
も
、皆
様
方
の
ご
支
援
・

ご
協
力
に
よ
り
、
元
気
に
活
動
を
い

た
し
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
一
つ
と
し
て
、
３
月
27
日

（
日
）
に
石
岡
市
民
会
館
に
お
き
ま

し
て
「
ま
ち
の
文
化
一
日
体
験
」
を

開
催
い
た
し
ま
す
。
こ
れ
は
文
化
協

会
の
各
団
体
の
紹
介
や
活
動
を
、
市

民
の
皆
様
に
実
際
に
「
み
て
・
き
い

て
・
ふ
れ
て
」
体
験
を
し
て
い
た
だ

く
企
画
で
あ
り
ま
す
。
詳
細
に
つ
き

ま
し
て
は
、後
日
「
広
報
い
し
お
か
」

や
折
込
チ
ラ
シ
な
ど
で
ご
案
内
い
た

し
ま
す
。
そ
し
て
、
主
催
は
文
化
協

会
で
は
あ
り
ま
す
が
「
主
役
」
は
市

民
の
皆
様
お
一
人
、
お
一
人
で
あ
り

ま
す
。
老
若
男
女
問
わ
ず
、
ど
な
た

で
も
気
軽
に
足
を
お
運
び
の
上
、
一

つ
で
も
多
く
の
文
化
体
験
を
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

当
日
、
皆
様
の
ご
参
加
を
会
員
一

同
、心
よ
り
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　

石
岡
市
文
化
協
会 

会
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

内
山 

侑
一

文
芸
い
し
お
か

　
　
　
　
　
　

 

大　

塚　

松
岡　

元
義

思
ひ
と
は
逆
さ
人
生
面
白
し　
　
　

　
　

             

山　

崎　

鈴
木　

君
江

過
ぎ
て
ゆ
く
日
々
の
あ
ま
り
に
早
け
れ

ば
と
ど
め
置
き
た
き
今
日
の
日
輪　
　

　
　
　

     
   

府　

中　

前
野　

武
司
初
秋

の
日
近
く
の
野
原
に
出
て
見
れ
ば
身
に

さ
わ
や
か
に
そ
よ
風
ぞ
吹
く

　

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
作
品
（
俳
句
・

短
歌
・
俚
謡
・
市
民
ず
い
ひ
つ
）
を
募
集

し
ま
す
。
投
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◆
送
付
先　

〒
３
１
５
─８
６
４
０

石
岡
市
石
岡
一
丁
目
１
番
地
１

石
岡
市
役
所
市
長
公
室
秘
書
広
聴
課
「
文

芸
い
し
お
か
コ
ー
ナ
ー
」
係
ま
で

２３　広報いしおか２月１日号  №２４８



　わが家のアイドル（未就学
児）を募集しています！お子
さんの成長の記念にいかがで
すか？
　掲載を希望する人は、ご連
絡ください。
■問い合わせ　秘書広聴課
☎ 23-1111（内線 213）

田仲　鈴
りん

ちゃん（４歳 11 か月）右

　 　     秀
しゅう

ちゃん（2歳）　　　　 左

わが家のアイドル

平成28年2月1日　編集／石岡市 秘書広聴課　☎23‐1111　内線213　〒315‐8640茨城県石岡市石岡一丁目1番地1

ホームページアドレスhttp://www.city.ishioka.lg.jp/　電子メールshichoushitsu@city.ishioka.lg.jp　メールマガジンをご利用ください。　
　　　 環境にやさしい大豆インキを使用しています。

柿岡
しっかり者でおませなお姉ちゃ
ん。やんちゃで少し甘えん坊
の秀ちゃん。姉弟仲良く元気
に育ってね♡

りん

増渕　真
ま な と

翔ちゃん（2歳９か月）

小屋
笑顔の可愛い元気な男の子で
す。周りを笑顔にできる子に
なってね。

ま な と

第 11 回柿岡の雛まつり
期
間
中
の
イ
ベ
ン
ト
日
程

21
日
（
日
）
雛
の
集
い

　

野
だ
て
・
琴
の
音
コ
ン
サ
ー
ト

28
日
（
日
）
こ
ど
も
ひ
な
ま
つ
り

　

馬
や
犬
な
ど
の
動
物
と
の
ふ
れ
あ

い
広
場
や
昔
遊
び
や
折
り
紙
、
つ
ど

い
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

体
験
会
な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

柿
岡
地
区
公
民
館
（
恒
広
）

☎
０
９
０
・
４
１
２
１
・
８
５
６
０

第 10 回いしおか雛巡り
　

ま
ち
な
か
90
店
舗
の
お
店
が
参

加
。
雛
巡
り
を
し
な
が
ら
、
ま
ち
な

か
の
お
店
に
入
れ
ば
、
新
し
い
発
見

が
あ
る
か
も
。
店
主
と
お
話
す
る
の

も
楽
し
い
時
間
で
す
。

　

期
間
中
は
、
イ
ベ
ン
ト
を
行
う
予

定
で
す
。
ま
ち
か
ど
情
報
セ
ン
タ
ー

の
雛
巡
り
関
連
の
イ
ベ
ン
ト
情
報
は

20
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

石
岡
商
工
会
議
所

☎
２
２
・
４
１
８
１

まち巡り
　　雛巡り

＜今月の表紙＞
　石岡 YSC（石岡ヤングストロングクラブ）の皆さんの協力で、選挙の
キャラクター「めいすいくん」とともに表紙の撮影をしました。紙面の
中でも選挙への思いを語ってもらっています。
　昨年の６月に公職選挙法等の一部を改正する法律が成立し、満 18 歳
以上の人たちが投票できるようになりました。
　未来へ希望を託す一票を、私たちの手で。　

期間／２月 17 日（水）～３月３日（木）
場所／中央公民館ロビー

ぬくもりいっぱい
手作りのお雛さま

石
岡
の
雛
ま
つ
り

期
間
／
２
月
13
日（
土
）〜
３
月
３
日（
木
）

場
所
／
中
心
市
街
地
商
店
街
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